
淡青丸 研究航海報告 

東京大学海洋研究所 

 

* 航海番号         ＫＴ－０９－３次研究航海 

 

* 観測海域    遠州灘沖～房総半島沖の黒潮海域 

 

* 航海期間     平成２１年４月２日（木）～平成２１年４月１８日（土） 

 

* 出港日時・場所   ４月 ２日１４時 東京（台場）港 

     

* 入港日時・場所      ４月１８日１０時 東京（台場）港 

 

* 寄港期間・場所      ４月１０日９時～４月１２日９時 東京（台場）港 

 

* 航海の研究題目  

 （和文） 遠州灘から伊豆諸島黒潮域におけるイワシ類初期生残に関わる水塊・生態系維持機

構の観測研究 

（英文） Observation study on the sustainment mechanism of the water masses and the 

marine ecosystem related to the survivals of larval sardines in the Kuroshio 

region from the Enshu-nada to the Izu islands 

 

* 主席研究員（氏名・所属・職名・e-mailアドレス◎は@） 

  小松幸生・東京大学大学院新領域創成科学研究科自然環境学専攻・准教授・ 

  kosei◎ori.u-tokyo.ac.jp 

 

* 研究内容，主調査者（e-mail アドレス），観測項目 

１．黒潮周辺海域における仔稚魚・プランクトン・栄養塩類の 3 次元的輸送・乱流拡散

過程の研究， 主調査者：小松幸生（kosei◎ori.u-tokyo.ac.jp） 

    観測項目： 

   (1) CTD+LADCP/乱流センサ/硝酸計による水温・塩分・溶存酸素・クロロフィル・流速・

乱流変動成分・硝酸塩の 0-1000m連続プロファイル観測 

   (2) 10L ニスキンボトルによる塩分・溶存酸素・栄養塩・クロロフィル・POM・植物プ

ランクトン・微小動物プランクトン・バクテリアの採取 

 (3) 乱流計（VMP2000）による乱流シア連続プロファイルの観測 

 (4) GPS ブイ（ドローグ深度 15m）による表層流速の Lagrange観測 

     (5) Neustonネット表層曳きによるイワシ類仔稚魚および胃内容物の採集 

     (6) Norpacネット (100μm×2) の 0-200m鉛直曳きによる動物プランクトン採集 

 (7) Norpacネット (100μm+335μm) の 0-50m鉛直曳きによる動物プランクトン採集 

 (8) 尾虫類用飼育ネットの 0-50m鉛直曳きによる尾虫類採集 

     (9) VMPSネットの 0-1000m鉛直曳きによる動物プランクトン採集 



 (10)船底 ADCPによる流速連続観測 

２．伊豆諸島周辺域の地形効果に伴う水塊の変質過程と栄養塩類の供給機構の観測 

     (1) 係留系による深度 300mと 400mの流速連測観測 

(2) CTD+LADCP/乱流センサ/硝酸計による水温・塩分・溶存酸素・クロロフィル・流速・

乱流変動成分・硝酸塩の 0-1000m連続プロファイル観測 

     (3) 10L ニスキンボトルによる塩分・溶存酸素・栄養塩・クロロフィル・POM・植物プ

ランクトン・微小動物プランクトン・バクテリアの採取 

     (4) 乱流計（VMP2000）による乱流シア連続プロファイルの観測 

 

* 乗船研究者氏名・所属・職名 

小松幸生・東京大学大学院新領域創成科学研究科・自然環境学専攻・准教授 

安田一郎・東京大学海洋研究所・海洋生物資源部門・環境動態分野・教授 

伊藤幸彦・東京大学海洋研究所・海洋生物資源部門・環境動態分野・助教 

永江英雄・東京大学海洋研究所・海洋生物資源部門・環境動態分野・技術専門員 

池谷 透・東京大学海洋研究所・環境動態分野・特任研究員 

八木雅宏・東京大学海洋研究所・海洋生物資源部門・環境動態分野・大学院学生 

日高清隆・独立行政法人水産総合研究センター・中央水産研究所・研究員 

野々村卓美・東京大学海洋研究所・海洋生態系動態部門・浮遊生物分野・農学特定研究員

（航海前半：4月 2日～10日） 

西川 悠・東京大学海洋研究所・海洋生物資源部門・環境動態分野・大学院学生 

（航海前半：4月 2日～10 日） 

長船哲史・東京大学海洋研究所・海洋生物資源部門・環境動態分野・博士研究員 

（航海後半：4月 12日～18 日） 

中野 幸彦・㈱マリン・ワーク・ジャパン・観測技術員 

 

 * 航跡・測点図 

前半 (4月 2 日～10日)                 後半 (4月 12日～18日) 

 


